
臨床腫瘍セミナー 
福島県立医科大学附属病院福島県立医科大学附属病院福島県立医科大学附属病院福島県立医科大学附属病院    平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度    第第第第４４４４回回回回    

 日時：平成２４年７月１７日（火）１８時～１９時 

 場所：福島県立医科大学 11号館（臨床講義棟）第二臨床講義室 

 演題：「消化器内視鏡診療の                  

最前線とチーム医療」  

 講師：福島県立医科大学附属病院 内視鏡診療部 

        講師 引地 拓人 先生 

◆がん治療に携わる医師及びコメディカルを対象に公開セミナーとして開催されます。  

◆本セミナーは「東北がんプロフェッショナル養成推進プラン」事業の一環となっております。 

◆本学大学院生は、大学院授業要項で規定する共通必修科目（規定の８）に該当します。 

 

〈問い合わせ先〉 福島県立医科大学附属病院 臨床腫瘍センター  がんプロフェッショナル養成支援室 

 TEL：024－547-1410（内5660）  mail：yamadaa＠fmu.ac.jp 

  ＜＜＜＜講演内容講演内容講演内容講演内容＞＞＞＞    

 消化器内視鏡の発展は目覚ましく，消化管がんの早期発見・早期治療に大きく貢献しています．NBIとい

う画像強調を用いた拡大観察により診断能がさらに向上し，観察が困難であった小腸病変もカプセル内

視鏡で診断できるようになりました．また，通常の生検で採取できない粘膜下腫瘍（GISTなど）の組織も，

超音波内視鏡を応用した穿刺生検（EUS-FNA）で容易に採取可能です．治療では，広範な早期胃がん・早

期食道がん・早期大腸がんでも，内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）で確実に切除をできるようになり，食

道・胃静脈瘤出血や胃・十二指腸潰瘍出血に対する緊急内視鏡も救急科や様々な診療部門にお世話にな

りながら行っております．このような消化管疾患に対する最前線の内視鏡診療に関して，「ここまで診（看）

れる！ここまで治せる！」をテーマに，消化器内視鏡技師（看護師，検査技師）とのチーム医療を含めて，

動画を中心にご紹介いたします． 

〈〈〈〈次回開催次回開催次回開催次回開催のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ〉〉〉〉    

    日時日時日時日時：：：：平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年８８８８月月月月２１２１２１２１日日日日（（（（火火火火））））１８１８１８１８時時時時～～～～１９１９１９１９時時時時    

   ～いま，消化器内視鏡で，消化管疾患を 

              ここまで診（看）れる！ここまで治せる！～  

        ＜＜＜＜講師紹介講師紹介講師紹介講師紹介＞＞＞＞    

平成7年3月：福島県立医科大学医学部 卒業           

平成7年4月：福島県立医科大学医学部附属病院 第2内科 研修医  
平成15年4月：福島県立医科大学医学部 第2内科 助手 

平成17年11月：福島県立医科大学附属病院 内視鏡診療部 助手 

平成18年8月：福島県立医科大学附属病院 内視鏡診療部 副部長 

平成21年6月：福島県立医科大学附属病院 内視鏡診療部 講師 

日本内科学会専門医・指導医，日本消化器内視鏡

学会指導医・評議員，日本消化器病学会指導医・

評議員，日本肝臓病学会専門医，日本消化管学会

認 定 医・代 議 員，ア メ リ カ 消 化 器 内 視 鏡 学 会

International Member，日本門脈圧亢進症学会，

日本膵臓学会，日本カプセル内視鏡学会，福島医

学会 


